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荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る

市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ

※午後診療のみ (　) で表示しています。

診　療　科 月 火 水 木 金

呼吸器内科 熊大病院 （非） 国立大牟田病院 （非） 高城 暁 （非） 熊大病院 （非）

血液内科 眞田 功 眞田 功 眞田 功

腎内科 毛利 友彦 毛利 友彦 坂梨　綾

消化器内科 中村 綾子

循環器内科 梶原 一郎 松川 将三 鶴田 敬一郎 梶原 一郎 松川 将三

代謝 ・内分泌内科
田口 哲也

田口 哲也 田口 哲也
田口 哲也

小野 薫
小野 薫 小野 薫

放射線科
初診 東家 亮 東家 亮 東家 亮

再診 東家 亮 東家 亮 東家 亮 東家 亮 東家 亮

小児科
佐野 史絵
（4/19 ～）

佐野 史絵
（4/19 ～）

佐野 史絵
（4/19 ～）

専門外来

佐野 史絵
（4/19 ～）

第 1週 : 内分泌 （非）

第2・4週 :神経・遺伝・代謝

熊大病院 （非）

水流添 泉（非・4/8 ～）

外科
大嶋 壽海 大嶋 壽海 大嶋 壽海 山口 祐二 勝守 高士

塚本 千佳 勝守 高士 濱口 裕光 濱口 裕光 山本 真一

整形外科

前田 勇一

松元 健一郎 松元 健一郎 { 新患者のみ } 前田 勇一 前田 勇一

〈第 2.4.5 週〉

二山 勝也 二山 勝也 （午前中） 松元 健一郎 二山 勝也

〈第 1 ・ 3 週〉

形成外科 島田 茂孝 （午後） 島田 茂孝 （午後） 島田 茂孝 （午後）

産婦人科
婦人科 柴田 三郎 松井 幹夫 柴田 三郎

松井 幹夫

第3週：徳永 達也（非）

産科 松井 幹夫 柴田 三郎 松井 幹夫 柴田 三郎

眼科 熊大病院 （非）

泌尿器科
浅山 縁 山口 隆大 浅山 縁 山口 隆大

山口 隆大 浅山 縁 山口 隆大 浅山 縁

皮膚科 熊大病院 （非）

麻酔科 松村 健 松村 健

脳神経センター

不破 功 前原 史明 不破 功 （新患） 不破 功 不破 功

小山 太郎

杉之原 賢治 小山 太郎 杉之原 賢治 〈神経内科〉

山中 信和（非･午後）

消化器センター
中村 綾子 山口 祐二 山本 真一 塚本 千佳 濱口 裕光

濱口 裕光 中村 綾子 中村 綾子 大嶋 壽海 大嶋 壽海

内視鏡検査
中村 綾子 （午後） 山本 真一 白石 良介 （非） 本多 敬和 （非） 中村 綾子

塚本 千佳 山口 祐二 中村 綾子 （午後） 下田 良 （非）

透視検査
塚本 千佳 （午後）

山本 真一 （午後）

禁煙外来 鶴田 敬一郎（午後）

緩和ケア外来 濱口 裕光 （午後）

人間ドック（内科診察） 鶴田 敬一郎 鶴田 敬一郎 前原 史明 鶴田 敬一郎 鶴田 敬一郎

脳ドック診察 前原 史明 前原 史明

荒尾市民病院外来診療担当医表 （平成 22 年 4 月 1 日～）

新任医師紹介

　山口 祐二 先生　外科

　山口 隆大 先生　泌尿器科

　坂梨 綾 先生　腎内科

　杉之原 賢治 先生　脳神経外科

　小山 太郎 先生　脳神経外科

　佐野 史絵 先生　小児科　

循環器内科から　講習会を開催します！

テーマ●狭心症について

講師●梶原 一郎 医師

日時● 4月 23 日 （金）、 午後 3時～ 4時

場所●地域医療研修センター （市民病院玄関入って 4階）

[ 問 ] 市民病院総務課☎ 63-1115 （内 511）

どなたでも
ご参加ください

3 月で 4 人の医

師が退任し、 4 月

から 6 人の医師

が赴任しました。
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乳がん ・ 子宮がん検診を受けましょう！

　日本人の死因の上位に挙がる 「がん」。 この中でも 「日本人女

性に多いがん」 のなかで、 「乳がん」 「子宮がん」 はそれぞれ何

位に挙げられるでしょうか？

Q.

A. 乳がんは２位、子宮がんは４位です

5 月はがん検診を実施します
　案内は 5月 1日号に掲載します。 自分の健康を確かめましょう！

[ 問 ] 保健センター☎ 63-1133

種
類 乳がん

子宮がん

子宮頸部がん 子宮体部がん

初
期
の
症
状
な
ど

乳がん、 子宮頸部がんは、 検診を定期的に受けていれば
早期に診断することができます。 早期のうちに発見すれば、
治癒がのぞめます。
乳がんは乳房が体の表面にあるので、 自分で見たり触れたり
することも早期の発見につながります。

初期段階で出血することが
多く、 不正性器出血による
発見が多いがんです。 閉経
期前後の出血には注意が
必要で、 至急医療機関を
受診することが重要です。

増
加
の
原
因
・
年
齢

食生活の欧米化から、 大
腸がんとともに近年増加傾
向にあります。

20 歳代から増え始めます。 40 歳代から増え始めます。

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

・高脂肪、 高たんぱくの食
　事が多く、 太っている人
・出産の経験がない人
・ たばこを吸う人
・ 家族に乳がんにかかった
　人がいる人

・妊娠・出産回数が多い人
・性交渉の相手が多い人
・ たばこを吸う人

・不妊症、 月経異常、 不　
　正出血などがある人
・太っている人
・ 家族にがんにかかった人
　がいる人
・糖尿病、 高血圧の人

乳がん ・ 子宮がん検診は 2 年に 1 度、 受診しましょう！

　　ピンクリボン　乳がんの撲滅、 検診の早期受診を啓発 ・推進するための世界規模のキャンペーンとそのシンボル▲

健康って気持ちいい！ v o l . 1
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